
 
 

 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 先駆的研究分野を創出するための組織的な取組や教員の自主的な研究力の向上に向けた支援な

ど、持続力ある体制作りが着実に進められており、おおむね順調に進んでいることが確認された。

今後、更に目標の具体化を図り､取組を推進することが期待される。 

 

特に優れた点 

○ 大学の研究拠点(サテライト研究室)をフランス・国立科学研究センターに設置するとともに、大

学内に米国・カーネギーメロン大学との国際共同研究室を設置するなど、国際化に向けた意欲的な

取組が見られる。 

 

期待する点 

○ URA の人事システムとキャリアパスの制度設計など、早期の対応が望まれる。 

 

○ 各種の取組に対する目標の具体化を図り、進捗状況の把握・マネージメントを行う体制の充実を

図ることが期待される。 
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